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どの窓口かわからない場合でも、
まずは、兵庫県弁護士会まで
お電話ください。
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信念と情熱をもって使命を実現する
谷口芳紀市長と中上幹雄会長の対談



■生まれ故郷、初心を忘れない

中上　私が兵庫県弁護士会の神戸本部ではなく姫路支
部に所属していることもあり、今年度は兵庫県南西部エリ
アの地方自治体の首長とまずお話をしたいと考え、50音
順で１番の地方自治体で、かつ、中高の先輩でもある谷口
先輩が市長を務められている相生市に対談をお願いをし
ました。
　まず、市長が政治に関心を持たれたのはどうしてですか。

谷口　高校時代、姫路城の昭和の大改修中でした。改修
中の姫路城を見て、「姫路城みたいに気高く、人から後ろ
指を刺されないような人になりたい。」と決意しました。
　高校３年生の時、社会学者マックス・ウェーバーの「職
業としての政治」を読み、「政治は最高の道徳である」との
言葉に感銘を受けました。そこで、慶応大学法学部の政
治学科に進学しました。ゼミの先生は国際政治学者の神
谷不二先生でした。その後、地方行政を学ぶために早稲
田大学の後藤一郎先生のもとで学ぼうと思いましたが、
逝去されたため、河本敏夫先生の秘書になり、50歳頃ま
でいろいろ政治の勉強をさせていただきました。ご子息と
の代替わりのときに、二君に仕えることはないと考え、生ま
れ育った相生市長選挙に出馬した次第です。

■信念と情熱をもって

中上　市長は現在６期目ですが、22年間市政を担われて
きて、苦労をされたり、特に気を配っていたりする点はあり
ますか。

谷口　どこの世界も一緒だろうと思うけれど、まちづくり
に対する情熱、責任感、判断力、信念、使命感が大事だと
思います。私は市のトップとして、最低10年先の未来を市
民に示し、市民に対し希望を与え続けなければならないと
思っています。
　また、今は、役所だけが頑張るのではなく、市民と協同
参画をする時代だと思っています。
　そこで、私は、過去20年間、毎年７月～８月に、市民との
対話集会を行ってきました。１時間30分ほどのうち私が
30分ほど市政について話し、残りの１時間ほどは市民が
質問します。市民は思いのたけを自由に述べますが、20
年間続けてきたこと自体がよかったのだと思っています。
　また、私は市民の意見を大切にしています。市民にはい
ろんな意見の人がおり、直接、役所に言ってくる人も、メー
ルで言ってくる人もいますが、私はメールについては全て目
を通しています。

中上　市民との協同参画の実現を目指したり、市民の話
を直接聞かれるという市長の姿勢は、私たち弁護士が事
件関係者からじっくり話を聞く姿勢と繋がるものを感じま
す。谷口市長が市政を担われる中で、近年、増加している
問題はありますか。

谷口　相続、空家、農業ですね。相続では、不動産を要ら
ないという人が増えていて、道路が整備されていない部
分や農業振興地域については要らない、市に寄付したい
という人が多いです（もっとも、市としてはお断りしていま
す。）。また、住み手のない空き家も増えてきていますね。
さらに、農家の方の平均年齢が70歳で、あと５年経ったら
農業をする人がいなくなるのではないかと危惧しています。

人口減少は地域社会の活力を奪ってしまうので、国を筆頭
にどの都道府県、市町村も真剣に考えないといけません。

中上　確かにそうですね。20年前の相続の法律相談では
各相続人が不動産を取り合うことが多かったですが、最
近は田舎の不動産を押し付けあっているようなケースが
散見されます。

■弁護士、弁護士会に期待すること

中上　空き家問題などで弁護士会に期待することはあり
ますか。

谷口　空き家が増えるということは、その地域に住む人が
減っているということを意味します。そうすると、地域の活
力が低下するだけでなく、公共交通機関、道路、水道、電
気というインフラをコスト面で維持することが難しくなっ
てきます。空き家の増加はその地域の魅力を低下させて
しまう原因となってしまいます。
　そこで、弁護士会から相生市の空き家対策委員会に弁
護士を推薦してもらっています。担当してくれている先生
が職員と共同して活動してくれています。

中上　全国で放置空き家が
問題視される中、平成26年11
月に「空家等対策の推進に関
する特別措置法」（通称：空家
等対策特別措置法）が成立
し、平成27年５月から施行さ
れました。
　本会にも、空き家対策支援
センターがあり、法律相談だ

けでなく、市民向けセミナー等への講師派遣もしています
ので、相生市においても、また、近隣市町村においてもど
んどん利用して欲しいと思います。

谷口　また、相生市は兵庫県弁護士会と昨年12月21日に
災害時における連携協力に関する協定を締結しました。
そして、協定に基づく講演を今年２月にお願いをしていた

のですが、コロナ禍のため実施できませんでした。８月に
開催予定です。それでも、相生市は全国の市の中で50音
順で一番最初のこともあり、播磨地域で一番最初に災害
協定を締結できたことは良かったと思っています。 

中上　平時から発災に備えることは相生市の「安心して暮
らせる、強くしなやかなまち」という目標に繋がりますね。
当会の災害復興等支援委員会は、平時から自治体等との
連携体制を構築し、災害が起こった時には、速やかに自治
体のニーズを聞くとともに、被災者のための無料電話相談
や出張相談を実施できるよう活動しています。

谷口　弁護士会は多様な活動をされているのですね。市
政も弁護士さんも同じだと思いますが、課題に対し正面か
ら信念と情熱をもって取り組むことが大事だと思っていま
す。頑張ってください。期待しています。

中上　ありがとうございます。弁護士会として、今日の谷
口市長のお話しを通じて託された数々の思いを受け取っ
て、今後もしっかり活動して参ります。

（対談日　2022／５／16）

　谷口芳紀市長は、2000年（平成12年）相生市長選挙に初当選し、現在６期目です。
　相生市においては人口減少が深刻化しているため、「子育て応援都市宣言」をして、
プロモーションビデオを作成したり、中学３年までの医療費や給食費を無料にしたり
するなど、子育て支援や定住促進に力を注いでいます。
　また、相生市は、「いのち輝き　絆ひろがる　あいのまち」を実現するためにまちづ
くり目標を掲げ、市民の誰もが生涯を通して、健やかで自分らしく暮らせるまちを実現
しようとしています。このような実践は、基本的人権の擁護を実現するという弁護士会
の諸活動と同一線上にあるといえます。本年度、相生市は市制施行80周年を迎えるこ
ともあり、谷口市長の豊富な経験をもとに弁護士、弁護士会に向けたメッセージをい
ただきました。
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兵庫県弁護士会　会長　中 上  幹 雄　
　初対面かつご多用にもかかわらず、対談日は谷口市長が市長室の前で我々が訪問するのを待ってく
れていました。また、帰りは市役所の玄関口まで見送っていただきました。大変感動しました。如何に
経験と実績を積もうとも、初心を忘れず、一人一人の市民を大切にする市長の姿勢を見習って会務に邁
進したいと思います。
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